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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　次の成分（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）：
（Ａ）２５℃で液状の、炭素数１６以下のアルキル基を２個有するジアルキルエーテル　
　０．５～４０質量％、
（Ｂ）メチルセルロース、エチルセルロース、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシ
プロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロースから選ばれるセルロースを構
成単位として含む非イオン性水溶性ポリマー　　０．０１～５質量％、
（Ｃ）水
を含有し、成分（Ａ）及び（Ｂ）の質量割合（Ｂ）／（Ａ）が、０．００１～５である皮
膚洗浄剤組成物。
【請求項２】
　成分（Ａ）の全油相に対する質量割合（（Ａ）／全油相量）が、０．０５以上である請
求項１記載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項３】
　成分（Ａ）が、炭素数８以下のアルキル基を２個有するジアルキルエーテルである請求
項１又は２記載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項４】
　成分（Ｂ）が、ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロ
キシプロピルメチルセルロースから選ばれるセルロースを構成単位として含む非イオン性
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水溶性ポリマーである請求項１～３のいずれか１項記載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項５】
　成分（Ｂ）が、ヒドロキシエチルセルロースである請求項１～４のいずれか１項記載の
皮膚洗浄剤組成物。
【請求項６】
　さらに、（Ｄ）３０℃における粘度が３０mPa・s以下の炭化水素油を含有する請求項１
～５のいずれか１項記載の洗浄剤組成物。
【請求項７】
　さらに、（Ｅ）アクリル酸又はメタクリル酸を構成単位として含む水溶性ポリマーを含
有する請求項１～６のいずれか１項記載の洗浄剤組成物。
【請求項８】
　さらに、（Ｆ）水溶性溶剤を含有する請求項１～７のいずれか１項記載の洗浄剤組成物
。
【請求項９】
　成分（Ａ）及び（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（Ｃ）が、０．００５～１である請求項１～
８のいずれか１項記載の皮膚洗浄剤組成物。
【請求項１０】
　成分（Ａ）及び（Ｄ）の質量割合（Ａ）／（（Ａ）＋（Ｄ））が、０．０５～０．８で
ある請求項６～９のいずれか１項記載の皮膚洗浄剤組成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、皮膚洗浄剤組成物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、メイクを拭き取って使用する、または、すすぎ落とすクレンジング組成物として
、種々の高分子化合物や油剤を組み合わせたものが検討されている。
　例えば、特許文献１には、アクリル酸系の高分子と油剤を含有する身体洗浄組成物が開
示され、特許文献２には、油剤とアニオンおよび／または非イオンポリマー、カチオン活
性剤またはポリマーを含有する発泡性エマルションが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特表平１１－５０３４６１号公報
【特許文献２】特表平８－５０５６３６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、これらの洗浄剤組成物では、油性マスカラなどの落としにくいメイク汚
れなどに対する洗浄力が不十分であり、さらに、拭き取り後、または、すすぎ後の肌に、
べたつき感が残ってしまう場合があり、良好な肌感触を残せず、また、良好な感触を持続
させることができないという課題があった。
　本発明は、ウォータープルーフマスカラなどの落ちにくいメイクも十分に落とすことが
でき、拭き取り後、または、すすぎ後の肌に良好な肌感触であるなめらかな感触が持続す
る皮膚洗浄剤組成物に関する。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明者らは、液状のエーテル油と、非イオン性水溶性ポリマーを特定の割合で組み合
わせて用いれば、上記課題を解決した皮膚洗浄剤組成物が得られることを見出した。
【０００６】
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　本発明は、次の成分（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）：
（Ａ）２５℃で液状のエーテル油　　０．５～４０質量％、
（Ｂ）非イオン性水溶性ポリマー　　０．０１～５質量％、
（Ｃ）水
を含有し、成分（Ａ）及び（Ｂ）の質量割合（Ｂ）／（Ａ）が、０．００１～５である皮
膚洗浄剤組成物を提供するものである。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、ウォータープルーフマスカラなどの落ちにくいメイクに
対しても高い洗浄力が得られ、洗浄後の肌のなめらかな感触が得られ、かつ、肌がすべす
べで、やわらかく、なめらかな感触が持続する。ここで、なめらかな感触とは、べたつき
がなく、乾燥して肌がかさつくこともなく、適度にうるおい、保湿感のある膜で覆われた
ような感触を言う。
　また、本発明の皮膚洗浄剤組成物は、水溶性ポリマーの分散性に優れ、安定性も良好で
ある。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　本発明で用いる成分（Ａ）のエーテル油は、２５℃で液状のものである。液状とは、２
５℃で流動性を有する状態であり、２５℃での粘度が１００００mPa・s以下、好ましくは
５０mPa・s以下、より好ましくは１５mPa・s以下を示す。
　成分（Ａ）の液状のエーテル油としては、炭素数１６以下のアルキル基を２個有するジ
アルキルエーテルが好ましく、炭素数８以下のアルキル基を２個有するジアルキルエーテ
ルがより好ましい。ジアルキルエーテルにおいて、２個のアルキル基は、同一でも異なっ
ていても良い。
　より具体的には、例えば、ジヘキシルエーテル、ジオクチルエーテル、セチル－１，３
－ジメチルブチルエーテル、ジラウリルエーテル等が挙げられる。これらのうち、より高
い洗浄力と、油性感が低い点から、セチル－１，３－ジメチルブチルエーテル、ジオクチ
ルエーテルが好ましく、ジオクチルエーテルがより好ましい。
【０００９】
　成分（Ａ）は、１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、洗浄後の肌がやわ
らかく、なめらかである感じが持続し、さっぱり感も得られる点から、含有量は、全組成
中に、０．５質量％以上であり、１質量％以上が好ましく、１．５質量％以上がより好ま
しく、４０質量％以下であり、２５質量％以下が好ましく、１０質量％以下がより好まし
い。また、成分（Ａ）の含有量は、全組成中に０．５～４０質量％であり、１～２５質量
％が好ましく、１．５～１０質量％がより好ましい。
　さらに、成分（Ａ）は、洗浄後の肌のやわらかさの観点から、全油相に対する質量割合
（（Ａ）／全油相量））が、０．０５以上であるのが好ましく、０．０８以上がより好ま
しく、０．１２以上がさらに好ましい。
【００１０】
　成分（Ｂ）の非イオン性水溶性ポリマーとしては、セルロースを構成単位として含む非
イオン性水溶性ポリマーが好ましい。かかる水溶性ポリマーとしては、メチルセルロース
、エチルセルロース等のアルキルセルロース；ヒドロキシエチルセルロース、ヒドロキシ
プロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチルセルロース等のヒドロキシアルキルセル
ロースなどが挙げられる。
　これらのうち、洗浄力が高く、油性感がない点から、ヒドロキシアルキルセルロースが
好ましく、ヒドロキシエチルセルロースがより好ましい。
【００１１】
　また、成分（Ｂ）の非イオン性水溶性ポリマーとしては、洗浄力の点から、分子量５０
０００～３００００００のものが好ましく、１０００００～１６０００００がより好まし
く、１８００００～２８００００が、製造性の点からさらに好ましい。
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【００１２】
　成分（Ｂ）は、１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、洗浄後の肌がやわ
らかになる感じが持続する点から、含有量は、全組成中に、０．０１質量％以上であり、
０．０５質量％以上が好ましく、０．０７５質量％以上がより好ましく、５質量％以下で
あり、２質量％以下が好ましく、０．５質量％以下がより好ましい。また、成分（Ｂ）の
含有量は、全組成中に０．０１～５質量％であり、０．０５～２質量％が好ましく、０．
０７５～０．５質量％がより好ましい。
【００１３】
　本発明において、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の質量割合（Ｂ）／（Ａ）は、肌になめらか
な感触が残り、なめらかな感触が持続し、肌が柔らかくなり、さっぱりする点から、０．
００１以上であり、０．００４以上が好ましく、０．０１以上がより好ましく、５以下で
あり、２．５以下が好ましく、１以下がより好ましい。また、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の
質量割合（Ｂ）／（Ａ）は、０．００１～５であり、０．００４～２．５が好ましく、０
．０１～１がより好ましい。
【００１４】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物が、使用後の肌になめらかな感触が残り、経時でもなめらか
な感触を残せる理由としては、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の組み合わせが、肌に使用した後
に乾燥して肌に均一な皮膜を形成するためと推測される。
　例えば、本発明の皮膚洗浄剤組成物をガラス板の上に塗布して乾燥させた場合、揮発分
が徐々に揮発し、主に成分（Ａ）と成分（Ｂ）が残り、皮膜を形成する。その皮膜は、乾
燥する前の状態では、成分（Ｂ）が、成分（Ａ）と水に対して分散性が良く、各成分が組
成物中で均一に分散しており、乾燥した際に均一な皮膜を形成しやすくなる。そして、こ
の皮膜は成分（Ａ）のエーテル油と成分（Ｂ）の非イオン性水溶性ポリマーの組み合わせ
からなるため、指で触るとなめらかな感触を得ることができる。それゆえ、本発明の皮膚
洗浄剤組成物を肌に使用した後は、成分（Ａ）と成分（Ｂ）による皮膜が肌に残るため、
なめらかな感触が肌に残り、さらに、肌に吸着しやすい特徴を有するので、なめらかな感
触が持続すると考えられた。
【００１５】
　本発明において、成分（Ｃ）の水は、各成分の残部をなし、含有量は、全組成中に３０
質量％以上が好ましく、４０質量％以上がより好ましく、５０質量％以上がさらに好まし
く、９７質量％以下が好ましく、９５質量％以下がより好ましく、９０質量％以下がさら
に好ましい。
【００１６】
　また、本発明において、成分（Ａ）と成分（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（Ｃ）は、肌にさ
っぱりした感触が得られ、さっぱりした感触と洗浄後の肌感触とのバランスから、０．０
０５以上が好ましく、０．０１５以上がより好ましく、０．０２以上がさらに好ましく、
１以下が好ましく、０．２以下がより好ましく、０．１以下がさらに好ましい。また、成
分（Ａ）と成分（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（Ｃ）は、０．００５～１が好ましく、０．０
１５～０．２がより好ましく、０．０２～０．１がさらに好ましい。
【００１７】
　本発明の洗浄剤組成物は、さらに、（Ｄ）３０℃における粘度が３０mPa・s以下の炭化
水素油を含有することができ、より好ましくは１～２０mPa・s、さらに好ましくは１～１
５mPa・s、よりさらに好ましくは１～１０mPa・sの炭化水素油を含有することができる。
成分（Ｄ）を併用することにより、油性感を抑制し、さっぱりした洗浄感を向上させるこ
とができる。
　ここで粘度は、ＢＭ型粘度計（トキメック社製、測定条件：ローターＮｏ．１、６０ｒ
ｐｍ、１分間）により測定される。
　成分（Ｄ）の炭化水素油としては、例えば、イソドデカン、イソヘキサデカン、水添ポ
リイソブテン等が挙げられ、洗浄力と油性感のない感触に優れる点から、イソドデカンが
好ましい。
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【００１８】
　成分（Ｄ）は、１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、さっぱり感の点か
ら、含有量は、全組成中に、０．５質量％以上が好ましく、１質量％以上がより好ましく
、３質量％以上がさらに好ましく、３５質量％以下が好ましく、２０質量％以下がより好
ましく、１５質量％以下がさらに好ましい。また、成分（Ｄ）の含有量は、全組成中に０
．５～３５質量％が好ましく、１～２０質量％がより好ましく、３～１５質量％がさらに
好ましい。
【００１９】
　本発明において、成分（Ａ）及び（Ｄ）の質量割合（Ａ）／（（Ａ）＋（Ｄ））は、洗
浄後の肌がしっとりする点から、０．０５以上が好ましく、０．０８以上がより好ましく
、０．１２以上がさらに好ましく、０．８以下が好ましく、０．５以下がより好ましく、
０．３以下がさらに好ましい。また、成分（Ａ）と成分（Ｄ）の質量割合（Ａ）／（（Ａ
）＋（Ｄ））は、０．０５～０．８が好ましく、０．０８～０．５がより好ましく、０．
１２～０．３がさらに好ましい。
【００２０】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、さらに、（Ｅ）アクリル酸又はメタクリル酸を構成単位
として含む水溶性ポリマー（アクリル酸又はメタクリル酸由来の構成単位を含む水溶性ポ
リマー）を含有することができ、経時での安定性をより向上させることができる。
　アクリル酸又はメタクリル酸の構成単位を含む水溶性ポリマーは、アクリル酸又はメタ
クリル酸をモノマーとして合成したものであり、例えば、アクリル酸・メタクリル酸アル
キル共重合体であり、アクリル酸と炭素数１０～３０のメタクリル酸アルキルとの共重合
体（（アクリル酸／アクリル酸アルキル（Ｃ１０－３０））コポリマー）が好ましい。市
販品としては、例えば、ＰＥＭＵＬＥＮ ＴＲ－１、ＰＥＭＵＬＥＮ ＴＲ－２、カーボポ
ールＥＴＤ２０２０（Ｌｕｂｒｉｚｏｌ Ａｄｖａｎｃｅｄ Ｍａｔｅｒｉａｌｓ社製）等
が挙げられる。
【００２１】
　成分（Ｅ）のアクリル酸又はメタクリル酸を構成単位として含む水溶性ポリマーは、ア
ルカリ剤を用いてアクリル酸又はメタクリル酸の単位の全部または一部を中和して使用す
ることが好ましい。中和するアルカリ剤としては、通常化粧料に配合可能なアルカリ剤で
あれば限定されず、例えば、水酸化カリウム、水酸化ナトリウム等を使用することができ
る。アルカリ剤は１種又は２種以上を組み合わせて使用することができ、本発明の皮膚洗
浄剤組成物中に０．００００４質量％以上、１．２質量％以下含有するのが好ましく、本
発明の皮膚洗浄剤組成物のｐＨを５～９にするのが好ましく、ｐＨ５．５～８に調整する
のがより好ましい。
【００２２】
　成分（Ｅ）は、１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、保存後の使用感及
び洗浄力の点から、含有量は、全組成中に、０．０００１質量％以上が好ましく、０．０
１質量％以上がより好ましく、０．０３質量％以上がさらに好ましく、３質量％以下が好
ましく、１質量％以下がより好ましく、０．３質量％以下がさらに好ましい。また、成分
（Ｅ）の含有量は、全組成中に０．０００１～３質量％が好ましく、０．０１～１質量％
がより好ましく、０．０３～０．３質量％がさらに好ましい。
【００２３】
　本発明の洗浄剤組成物は、更に（Ｆ）水溶性溶剤を含有することができ、しっとり感を
得ることができる。
　成分（Ｆ）の具体例としては、多価アルコール、ポリグリセリン、ポリエチレングリコ
ール、ポリプロピレングリコール、グリセリンにアルキレン基が付加したグリセリルエー
テル、糖などが挙げられる。
【００２４】
　より具体的には、多価アルコールとしては、エチレングリコール、プロピレングリコー
ル、イソプレングリコール、１，３－ブチレングリコール、ヘキシレングリコール、トリ
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メチロールプロパン、グリセリン等が挙げられる。これらのうち、プロピレングリコール
、イソプレングリコール、１，３－ブチレングリコール、ヘキシレングリコール、グリセ
リンが好ましく、１，３－ブチレングリコール、プロピレングリコール、イソプレングリ
コール、グリセリンが、すすぎ後や拭き取り後の肌の保湿感の点からより好ましい。
【００２５】
　また、ポリグリセリン、ポリエチレングリコール、ポリプロピレングリコールとしては
、分子量２０００以下のポリグリセリン、分子量１００００以下のポリエチレングリコー
ル、分子量１０００以下のポリプロピレングリコール等が挙げられる。これらのうち、ジ
グリセリン、ポリエチレングリコール２００、ポリエチレングリコール４００、ポリエチ
レングリコール１０００、ポリエチレングリコール１５４０、ジプロピレングリコール、
ポリプロピレングリコール（３）、ポリプロピレングリコール（７）が、すすぎ後や拭き
取り後の肌の保湿感の点から好ましい。
【００２６】
　グリセリンにアルキレン基が付加したグリセリルエーテルとしては、例えば、ポリオキ
シプロピレンジグリセリルエーテル、ポリオキシプロピレングリセリルエーテル、ポリオ
キシブチレンポリオキシエチレンポリオキシプロピレングリセリルエーテル等が挙げられ
る。これらのうち、ポリオキシプロピレン（９）ジグリセリルエーテル、ポリオキシプロ
ピレン（１４）ジグリセリルエーテル、ポリオキシブチレンポリオキシエチレンポリオキ
シプロピレングリセリルエーテル（３Ｂ．Ｏ．）（８Ｅ．Ｏ．）（５Ｐ．Ｏ．）が、べた
つきが少ない点から好ましい。
【００２７】
　糖としては、例えば、ソルビトール、エリスリトール、ペンタエリスリトール、メチル
グルコシド、エチルグルコシド、ポリオキシエチレンメチルグルコシド、ポリオキシプロ
ピレンメチルグルコシド等が挙げられ、アルキル鎖の炭素数２以下のアルキルグルコシド
が好ましい。これらのうち、メチルグルコシド、エチルグルコシド、ポリオキシエチレン
メチルグルコシド、ポリオキシプロピレンメチルグルコシドが好ましく、ポリオキシエチ
レンメチルグルコシド、ポリオキシプロピレンメチルグルコシドが、すすぎ後や拭き取り
後の肌の保湿感の点からより好ましい。
【００２８】
　成分（Ｆ）は、１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、しっとり感が得ら
れ、べたつきを抑制点から、含有量は、全組成中に、１質量％以上が好ましく、３質量％
以上がより好ましく、４質量％以上がさらに好ましく、３５質量％以下が好ましく、２５
質量％以下がより好ましく、１５質量％以下がさらに好ましい。また、成分（Ｆ）の含有
量は、全組成中に１～３５質量％が好ましく、３～２５質量％がより好ましく、４～１５
質量％がさらに好ましい。
【００２９】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、前記成分以外に、通常の洗浄剤組成物に用いられる成分
を、本発明の効果を阻害しない範囲で含有することができる。例えば、前記成分（Ａ）及
び（Ｄ）以外の油剤、前記成分（Ｂ）及び（Ｅ）以外の高分子、非イオン性界面活性剤、
アニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、両性界面活性剤、成分（Ｆ）以外の水溶性溶
剤、殺菌剤、抗炎症剤、防腐剤、キレート剤、塩類、パール化剤、香料、冷感剤、色素、
紫外線吸収剤、酸化防止剤、植物エキス等を含有することができる。
【００３０】
　前記成分（Ａ）及び（Ｄ）以外の油剤としては、３０℃における粘度が３０mPa・sを超
える流動パラフィン等の炭化水素油などが挙げられる。前記成分（Ａ）及び（Ｄ）以外の
油剤は、１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、含有量は、全組成中に０．
０１質量％以上が好ましく、２０質量％以下が好ましく、１０質量％以下がより好ましく
、５質量％以下がさらに好ましく、１質量％以下がより更に好ましい。
　前記成分（Ｂ）及び（Ｅ）以外の高分子としては、ヒアルロン酸ナトリウムなどが挙げ
られる。
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【００３１】
　非イオン性界面活性剤としては、ＨＬＢ８以上、好ましくはＨＬＢ８～１５の非イオン
性界面活性剤を含有することができ、より優れた安定性を得ることができる。
　ここで、ＨＬＢとは、親水性－親油性のバランス（Hydrophilic-Lypophilic Balance）
を示す指標であり、本発明においては小田・寺村らによる次式を用いて算出した値を用い
ている。
【００３２】
【数１】

【００３３】
　非イオン性界面活性剤としては、例えば、ポリグリセリン脂肪酸エステル、ポリエチレ
ングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪酸エステル、ポリオキ
シエチレンポリオキシプロピレングリコール、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エス
テル、ポリオキシエチレンソルビット脂肪酸エステル、ポリオキシエチレンヒマシ油、ポ
リオキシエチレン硬化ヒマシ油、ポリオキシエチレン硬化ヒマシ油脂肪酸エステル、ポリ
オキシエチレンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルエーテル脂肪酸エステル
、ショ糖脂肪酸エステル、アルキルポリグルコシド、（ポリ）アルキルグリセリルエーテ
ル等が挙げられる。これらのうち、安定性を向上させる観点から、ポリグリセリン脂肪酸
エステル、ポリエチレングリコール脂肪酸エステル、ポリオキシエチレングリセリン脂肪
酸エステル、ポリオキシエチレンソルビタン脂肪酸エステル、ポリオキシエチレン硬化ヒ
マシ油脂肪酸エステルが好ましい。
【００３４】
　非イオン性界面活性剤は、１種又は２種以上を組み合わせて用いることができ、含有量
は、全組成中に０．０１質量％以上が好ましく、５質量％以下が好ましく、１質量％以下
がより好ましく、０．５質量％以下がさらに好ましい。
　また、非イオン性界面活性剤と全油剤量の比率（非イオン性界面活性剤量／全油剤量）
は、０．１以下であるのが好ましく、０．０１以下がより好ましく、０．００５以下がさ
らに好ましい。
　アニオン界面活性剤、カチオン界面活性剤、両性界面活性剤は、本発明の効果を阻害し
ない範囲で不可逆的に混入する場合を除き、含有しないことが好ましい。
【００３５】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、配合成分を混合し、通常の方法により、製造することが
できる。常温で固体の原料を含む場合は、加熱溶融又は他の成分に溶解した後に、全成分
を均一に混合することにより、製造することができる。
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、べたつきの少なさ、保存後の使用感の点から、２５℃に
おける粘度が、２００～１００００mPa・sであるのが好ましく、５００～４０００mPa・s
がより好ましい。
【００３６】
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、例えば、洗顔料、クレンジング剤等として好適であり、
クレンジング剤がより好ましい。また、顔に塗布されたメイク化粧料をクレンジングする
のに用いるのが好ましい。
　本発明の皮膚洗浄剤組成物は、例えば、組成物をそのまま、又は分離したものを振り混
ぜて均一化した後、シート等に浸して拭き取る方法、手に取ってなじませた後、シート等
で拭き取る方法、手に取ってなじませた後、洗い流す方法、シート等に浸してなじませた
後洗い流す方法、上記の方法で拭き取った後、洗い流す方法などにより、使用することが
できる。さらに、シートに含浸させた形態として、使用することもできる。また、シート
としてコットン等に浸して拭き取る方法や、シートに含浸させた形態として使用する方法
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が好ましく、シートに含浸させた形態として使用する方法がより好ましい。
　上述した実施形態に関し、本発明は、更に以下の組成物を開示する。
【００３７】
＜１＞次の成分（Ａ）、（Ｂ）及び（Ｃ）：
（Ａ）２５℃で液状のエーテル油　　０．５～４０質量％、
（Ｂ）非イオン性水溶性ポリマー　　０．０１～５質量％、
（Ｃ）水
を含有し、成分（Ａ）及び（Ｂ）の質量割合（Ｂ）／（Ａ）が、０．００１～５である皮
膚洗浄剤組成物。
【００３８】
＜２＞成分（Ａ）が、好ましくは、炭素数１６以下のアルキル基を２個有するジアルキル
エーテルであって、炭素数８以下のアルキル基を２個有するジアルキルエーテルがより好
ましい前記＜１＞記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜３＞成分（Ａ）が、好ましくは、ジヘキシルエーテル、ジオクチルエーテル、セチル－
１，３－ジメチルブチルエーテル、ジラウリルエーテルであって、セチル－１，３－ジメ
チルブチルエーテル、ジオクチルエーテルがより好ましく、ジオクチルエーテルがさらに
好ましい前記＜１＞又は＜２＞記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜４＞成分（Ａ）の含有量は、好ましくは、全組成中に、１質量％以上であり、１．５質
量％以上が好ましく、２５質量％以下が好ましく、１０質量％以下がより好ましく、成分
（Ａ）の含有量は、好ましくは、全組成中に、１～２５質量％であって、１．５～１０質
量％がより好ましい前記＜１＞～＜３＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
【００３９】
＜５＞成分（Ｂ）の非イオン性水溶性ポリマーが、好ましくは、セルロースを構成単位と
して含む非イオン性水溶性ポリマーであって、メチルセルロース、エチルセルロース、ヒ
ドロキシエチルセルロース、ヒドロキシプロピルセルロース、ヒドロキシプロピルメチル
セルロースがより好ましく、ヒドロキシエチルセルロースがさらに好ましい前記＜１＞～
＜４＞記載のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜６＞成分（Ｂ）の含有量が、好ましくは、全組成中に、０．０５質量％以上であって、
０．０７５質量％以上がより好ましく、２質量％以下が好ましく、０．５質量％以下がよ
り好ましく、成分（Ｂ）の含有量は、好ましくは、全組成中に０．０５～２質量％であっ
て、０．０７５～０．５質量％がより好ましい前記＜１＞～＜５＞のいずれか１記載の皮
膚洗浄剤組成物。
【００４０】
＜７＞成分（Ａ）の全油相に対する質量割合（（Ａ）／全油相量））が、好ましくは、０
．０５以上であって、０．０８以上がより好ましく、０．１２以上がさらに好ましい前記
＜１＞～＜６＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜８＞成分（Ａ）と成分（Ｂ）の質量割合（Ｂ）／（Ａ）が、好ましくは、０．００４以
上であって、０．０１以上がより好ましく、２．５以下が好ましく、１以下がより好まし
く、成分（Ａ）と成分（Ｂ）の質量割合（Ｂ）／（Ａ）が、好ましくは、０．００４～２
．５がであって、０．０１～１がより好ましい前記＜１＞～＜７＞のいずれか１記載の皮
膚洗浄剤組成物。
＜９＞成分（Ｃ）の含有量が、好ましくは、全組成中に３０質量％以上であって、４０質
量％以上がより好ましく、５０質量％以上がさらに好ましく、９７質量％以下が好ましく
、９５質量％以下がより好ましく、９０質量％以下がさらに好ましい前記＜１＞～＜８＞
のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
【００４１】
＜１０＞さらに、（Ｄ）３０℃における粘度が３０mPa・s以下、好ましくは１～２０mPa
・s、さらに好ましくは１～１５mPa・s、よりさらに好ましくは１～１０mPa・sの炭化水
素油を含有する前記＜１＞～＜９＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜１１＞成分（Ｄ）の含有量が、好ましくは、全組成中に、０．５質量％以上であって、
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１質量％以上がより好ましく、３質量％以上がさらに好ましく、３５質量％以下が好まし
く、２０質量％以下がより好ましく、１５質量％以下がさらに好ましく、成分（Ｄ）の含
有量が、好ましくは、全組成中に０．５～３５質量％であって、１～２０質量％がより好
ましく、３～１５質量％がさらに好ましい前記＜１０＞記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜１２＞成分（Ｄ）、好ましくは、イソドデカン、イソヘキサデカン、水添ポリイソブテ
ンであって、イソドデカンがより好ましい前記＜１０＞又は＜１１＞記載の皮膚洗浄剤組
成物。
【００４２】
＜１３＞さらに、（Ｅ）アクリル酸又はメタクリル酸を構成単位として含む水溶性ポリマ
ー（アクリル酸又はメタクリル酸由来の構成単位を含む水溶性ポリマー）を含有する前記
＜１＞～＜１２＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜１４＞成分（Ｅ）が、アクリル酸又はメタクリル酸をモノマーとして合成したものであ
り、アクリル酸・メタクリル酸アルキル共重合体が好ましく、アクリル酸と炭素数１０～
３０のメタクリル酸アルキルとの共重合体がより好ましい前記＜１３＞記載の皮膚洗浄剤
組成物。
＜１５＞成分（Ｅ）の含有量が、好ましくは、全組成中に、０．０００１質量％以上であ
って、０．０１質量％以上がより好ましく、０．０３質量％以上がさらに好ましく、３質
量％以下が好ましく、１質量％以下がより好ましく、０．３質量％以下がさらに好ましく
、成分（Ｅ）の含有量が、好ましくは、全組成中に０．０００１～３質量％であって、０
．０１～１質量％がより好ましく、０．０３～０．３質量％がさらに好ましい前記＜１３
＞又は＜１４＞記載の皮膚洗浄剤組成物。
【００４３】
＜１６＞さらに、（Ｆ）水溶性溶剤を含有する前記＜１＞～＜１５＞のいずれか１記載の
皮膚洗浄剤組成物。
＜１７＞（Ｆ）水溶性溶剤が、好ましくは、プロピレングリコール、イソプレングリコー
ル、１，３－ブチレングリコール、ヘキシレングリコール、グリセリンであって、１，３
－ブチレングリコール、プロピレングリコール、イソプレングリコール、グリセリン、ジ
グリセリン、ポリエチレングリコール２００、ポリエチレングリコール４００、ポリエチ
レングリコール１０００、ポリエチレングリコール１５４０、ジプロプレングリコール、
ポリプロピレングリコール（３）、ポリプロピレングリコール（７）、ポリオキシプロピ
レン（９）ジグリセリルエーテル、ポリオキシプロピレン（１４）ジグリセリルエーテル
、ポリオキシブチレンポリオキシエチレンポリオキシプロピレングリセリルエーテル（３
Ｂ．Ｏ．）（８Ｅ．Ｏ．）（５Ｐ．Ｏ．）、ポリオキシエチレンメチルグルコシド、ポリ
オキシプロピレンメチルグルコシドがより好ましい前記＜１６＞記載の皮膚洗浄剤組成物
。
＜１８＞成分（Ｆ）の含有量が、好ましくは、全組成中に、１質量％以上であって、３質
量％以上がより好ましく、４質量％以上がさらに好ましく、３５質量％以下が好ましく、
２５質量％以下がより好ましく、１５質量％以下がさらに好ましく、成分（Ｆ）の含有量
が、好ましくは、全組成中に１～３５質量％であって、３～２５質量％がより好ましく、
４～１５質量％がさらに好ましい前記＜１６＞又は＜１７＞記載の皮膚洗浄剤組成物。
【００４４】
＜１９＞成分（Ａ）と成分（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（Ｃ）が、好ましくは、０．００５
以上であって、０．０１５以上がより好ましく、０．０２以上がさらに好ましく、１以下
が好ましく、０．２以下がより好ましく、０．１以下がさらに好ましく、成分（Ａ）と成
分（Ｃ）の質量割合（Ａ）／（Ｃ）は、好ましくは、０．００５～１であって、０．０１
５～０．２がより好ましく、０．０２～０．１がさらに好ましい前記＜１＞～＜１８＞の
いずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
＜２０＞成分（Ａ）及び（Ｄ）の質量割合（Ａ）／（（Ａ）＋（Ｄ））が、好ましくは、
０．０５以上であって、０．０８以上がより好ましく、０．１２以上がさらに好ましく、
０．８以下が好ましく、０．５以下がより好ましく、０．３以下がさらに好ましく、成分
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（Ａ）と成分（Ｄ）の質量割合（Ａ）／（（Ａ）＋（Ｄ））は、好ましくは、０．０５～
０．８であって、０．０８～０．５がより好ましく、０．１２～０．３がさらに好ましい
前記＜１０＞～＜１９＞のいずれか１記載の皮膚洗浄剤組成物。
【実施例】
【００４５】
実施例１～３、比較例１～２
　表１に示す組成の皮膚洗浄剤組成物を製造し、油の分散性、膜の形状、ふき取り後の肌
のなめらかな感触の持続性、ふき取り後の肌のやわらかさの持続性、及び油性マスカラに
対する洗浄力を評価した。結果を表１に示す。
【００４６】
（製造方法）
　全成分の合計量が１００ｇになるよう、水に成分（Ａ）を加え、１２００ｒｐｍで１０
分間ディスパーで撹拌し、その後、油剤を加え、プロペラ攪拌機で２００ｒｐｍで５分間
攪拌して、皮膚洗浄剤組成物を製造した。なお、皮膚洗浄剤組成物は、粘度が１０００～
２５００mPa・sの範囲に入るように製造した。
【００４７】
（評価方法）
（１）油の分散性：（実施例１～３、比較例１～２油剤、セルロース主鎖を有するノニオ
ン性高分子、水の３成分系）
　得られた皮膚洗浄剤組成物を、１００mLのガラス瓶（直径：約５cm、高さ：約８cm、製
造メーカー：東京硝子社）に移し、そのガラス瓶を手に持ち１秒間に上下に３往復する速
さで１０秒間振とうし、室温で静置して、均一の外観から油剤が１mm分離するまでの時間
を測定し、以下の基準に従って評価した。
５：２０秒より長い。
４：１５～２０秒。
３：１０～１４秒。
２：５～９秒。
１：５秒未満。
【００４８】
（２）膜の形状：
　得られた皮膚洗浄剤組成物を、製造直後から５秒以内にガラスプレート上に０．１ｇ滴
下し、室温で１日静置して乾燥して得られる膜状物質の肌触り（なめらかな感触）につい
て、専門パネラー５名が指で触り、以下の５段階で官能評価し、５名の合計スコアで判定
した。
５：なめらか。
４：ややなめらか。
３：どちらとも言えない。
２：あまりなめらかでない。
１：なめらかでない。
【００４９】
（３）ふき取り後の肌のなめらかな感触の持続性：
　専門パネラー５名が、各洗浄剤組成物４ｇをコットン製不織布１ｇに均一に浸した後、
ファンデーション（ソフィーナ　プリマヴィス　タリキッドファンデーション　オークル
０５。以下の評価でも同じファンデーションを使用）を塗布した顔を拭き取り、３０℃６
０％ＲＨの部屋で３時間安静に過ごした後の肌のなめらかな感触について、以下の５段階
で官能評価し、５名の合計スコアで判定した。
５：なめらかな感触が持続する。
４：ややなめらかな感触が持続する。
３：どちらとも言えない。
２：あまりなめらかな感触が持続しない。
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１：なめらかな感触が持続しない。
【００５０】
（４）ふき取り後の肌のやわらかさの持続性：
　専門パネラー５名が、各洗浄剤組成物４ｇをコットン製不織布１ｇに均一に浸した後、
ファンデーションを塗布した顔を拭き取り、３０℃６０％ＲＨの部屋で３時間安静に過ご
した後の肌のやわらかさについて、以下の５段階で官能評価し、５名の合計スコアで判定
した。
５：やわらかい。
４：やややわらかい。
３：どちらとも言えない。
２：あまりやわらかくない。
１：やわらかくない。
【００５１】
（５）油性マスカラに対する洗浄力：
　専門パネラー５名が、油性マスカラ（ウォータープルーフマスカラ）として、コーセー
　スポーツ　ビューティ　ファシオ　パワーステイマスカラ（カールロング）ＢＫ００１
（商品名）０．００５ｇを、スライドガラス上で直径１．２cmの円状に均一塗布し、２時
間放置して乾燥させた。各洗浄剤組成物約０．０５ｇで油性マスカラを指でマッサージす
るように１０秒間軽くなでてから、コットンで一定圧（７．８ｋＰａ）の力で拭き取り、
マスカラの落ちについて、以下の５段階で評価し、５名の合計スコアで判定した。
５：非常に良く落とせる。
４：良く落とせる。
３：どちらとも言えない。
２：あまり良く落とせない。
１：良く落とせない。
【００５２】
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【表１】

【００５３】
　実施例１～３の皮膚洗浄剤組成物は、油の分散性、膜の形状に優れるものであった。ま
た、ふき取り後の肌のなめらかな感触の持続性、ふき取り後の肌のやわらかさの持続、油
性マスカラに対する洗浄力にも優れるものであった。一方、比較例１に示される成分（Ａ
）をイソドデカンに置き換えたものは、油の分散性に劣り、乾燥後の膜の形状の肌感触（
なめらかな感触）、ふき取り後の肌のなめらかな感触の持続性、ふき取り後の肌のやわら
かさの持続性にも劣るものであった。また、比較例２に示される成分（Ａ）をミリスチン
酸イソプロピルに置き換えたものは、膜の分散性に優れるものの、油性マスカラに対する
洗浄力が劣っていた。
【００５４】
実施例４～１６、比較例３～１０
　表２及び表３に示す組成の皮膚洗浄剤組成物を製造し、実施例１～３と同様にして、ふ
き取り後の肌のなめらかな感触の持続性、ふき取り後の肌のやわらかさの持続性及び油性
マスカラに対する洗浄力を評価するとともに、ふき取り後の肌のつや、ふき取り後のさっ
ぱり感、ふき取り後のしっとり感を評価した。結果を表２及び表３に併せて示す。
【００５５】
（製造方法）
　室温で、配合槽に水を入れ、ディスパーで攪拌しながら成分（Ｂ）を加えて撹拌した。
また、必要に応じて成分（Ｅ）を、成分（Ｂ）と同時に加えて撹拌し、その後塩基を加え
て撹拌した。さらに、成分（Ａ）と他の成分を加え、ホモミキサーで撹拌し、皮膚洗浄剤
組成物を製造した。常温で固体の成分を加える場合は、その成分を加熱溶解してから配合
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成分の合計量が１kgになるように製造した。
【００５６】
（評価方法）
（１）ふき取り後の肌のつや：
　専門パネラー５名が、各洗浄剤組成物４ｇをコットン製不織布１ｇに均一に浸した後、
ファンデーションを塗布した顔を拭き取り、１５分間乾燥させた後、肌のつやの感じにつ
いて、以下の５段階で官能評価し、５名の合計スコアで判定した。
５：つやがある。
４：ややつやがある。
３：どちらとも言えない。
２：あまりつやがない。
１：つやがない。
【００５７】
（２）ふき取り後のさっぱり感：
　専門パネラー５名が、各洗浄剤組成物４ｇをコットン製不織布１ｇに均一に浸した後、
ファンデーションを塗布した顔を拭き取り、さっぱり感について、以下の５段階で官能評
価し、５名の合計スコアで判定した。
５：さっぱりする。
４：ややさっぱりする。
３：どちらとも言えない。
２：あまりさっぱりしない。
１：さっぱりしない。
【００５８】
（３）ふき取り後のしっとり感：
　専門パネラー５名が、各洗浄剤組成物４ｇをコットン製不織布１ｇに均一に浸した後、
ファンデーションを塗布した顔を拭き取り、しっとり感について、以下の５段階で官能評
価し、５名の合計スコアで判定した。
５：しっとりする。
４：ややしっとりする。
３：どちらとも言えない。
２：あまりしっとりしない。
１：しっとりしない。
【００５９】
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【表２】

【００６０】
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【表３】

【００６１】
実施例１７～２０、比較例１１～１５
　表４に示す組成の皮膚洗浄剤組成物を製造し、すすぎ後のなめらかな感触の持続性、す
すぎ後の肌のやわらかさの持続性、保存後の使用感、マッサージ時の液の密着感、すすぎ
後のしっとり感及び油性マスカラに対する洗浄力を評価した。結果を表４に併せて示す。
【００６２】
（製造方法）
　室温で配合槽に水を入れ、ディスパーで攪拌しながら成分（Ｂ）を加えて撹拌した。ま
た、必要に応じて成分（Ｅ）を、成分（Ｂ）と同時に加えて撹拌し、その後塩基を加えて
撹拌した。さらに、成分（Ａ）と他の成分を加え、ホモミキサーによって撹拌し、皮膚洗
浄剤組成物を製造した。常温で固体の成分を加える場合は、その成分を加熱溶解してから
配合槽に添加し、必要に応じて加熱しながら上記の製造を行い、室温まで冷却した。なお
、全成分の合計量が１kgになるように製造した。また、皮膚洗浄剤組成物は、粘度が１０
００～２５００mPa・sの範囲に入るように製造した。
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【００６３】
（評価方法）
（１）すすぎ後の肌のなめらかな感触の持続性：
　専門パネラー５名が、各洗浄剤組成物１ｇを用いて、ファンデーションを塗布した顔を
両手で約５秒マッサージして水道水で５回すすいだ。その後、３０℃６０％ＲＨの部屋で
３時間安静に過ごした後の肌のなめらかな感触について、以下の５段階で官能評価し、５
名の合計スコアで判定した。
５：なめらかな感触が持続する。
４：ややなめらかな感触が持続する。
３：どちらとも言えない。
２：あまりなめらかな感触が持続しない。
１：なめらかな感触が持続しない。
【００６４】
（２）すすぎ後の肌のやわらかさの持続性：
　専門パネラー５名が、各洗浄剤組成物１ｇを用いて、ファンデーションを塗布した顔を
両手で約５秒マッサージして水道水で５回すすいだ。その後、３０℃６０％ＲＨの部屋で
３時間安静に過ごした後の肌のやわらかさについて、以下の５段階で官能評価し、５名の
合計スコアで判定した。
５：やわらかい。
４：やややわらかい。
３：どちらとも言えない。
２：あまりやわらかくない。
１：やわらかくない。
【００６５】
（３）保存後の使用感（さっぱり感）：
　各皮膚洗浄剤組成物を１００mLのガラス瓶（直径：約５cm、高さ：約８cm、製造メーカ
ー：東京硝子社）に入れ、５０℃に４週間保存した後、上部（液面から下５mmの間）と下
部（底面から上５mmの間）の組成物を、それぞれ、スポイト（素材：ポリエチレン、容量
：２mL）で約１ｇ静かに吸い取った。専門パネラー５名が、これらの組成物で、それぞれ
顔を両手で５秒マッサージして水道水で５回すすぎ、タオルドライした後のさっぱり感を
比較し、使用感の差について、以下の５段階で官能評価し、５名の合計スコアで判定した
。
５：差がない。
４：差があまりない。
３：どちらとも言えない。
２：差がややある。
１：差がある。
【００６６】
（４）マッサージ時の液の密着感：
　専門パネラー５名が、各洗浄剤組成物１ｇを用い、ファンデーションを塗布した顔を両
手で５秒マッサージした時の肌への液の密着感について、以下の５段階で官能評価し、５
名の合計スコアで判定した。
５：密着感がある。
４：やや密着感がある。
３：どちらとも言えない。
２：あまり密着感がない。
１：密着感がない。
【００６７】
（５）すすぎ後のしっとり感：
　専門パネラー５名が、各洗浄剤組成物１ｇを用い、ファンデーションを塗布した顔を両
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手で５秒マッサージして水道水で５回すすいだ後、しっとり感について、以下の５段階で
官能評価し、５名の合計スコアで判定した。
５：しっとりする。
４：ややしっとりする。
３：どちらとも言えない。
２：あまりしっとりしない。
１：しっとりしない。
【００６８】
（６）油性マスカラに対する洗浄力：
　油性マスカラ（ウォータープルーフマスカラ）として、コーセー　スポーツ　ビューテ
ィ　ファシオ　パワーステイマスカラ（カールロング）ＢＫ００１（商品名）０．００５
ｇを、ポリプロピレン板（エンジニアリングテストサービス社製）に、直径１．２cmの円
状に均一塗布し、２時間放置して乾燥させた。専門パネラー５名が、各洗浄剤組成物約０
．０５ｇで、油性マスカラを指で１０秒間マッサージするように軽くなでてから流水です
すぎ、マスカラの落ちについて、以下の５段階で評価し、５名の合計スコアで判定した。
５：非常に良く落とせる。
４：良く落とせる。
３：どちらとも言えない。
２：あまり良く落とせない。
１：良く落とせない。
【００６９】
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